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守
屋
貴
子
（45）

民
主
・
連
合
・
社
民

東
菅
野
２
〜
４
〜
18

（
３
２
２
）３
９
７
１

　
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
本
年
も

市
川
市
の
発
展
・
市
政
の
充
実
に
全
力
を
あ
げ
ま

す
。「
地
域
は
原
点
！
」
こ
の
思
い
を
胸
に
一
番
身

近
な
政
治
家
と
し
て
皆
様
に
寄
り
添
う
政
治
を
す

す
め
て
参
り
ま
す
。
今
後
共
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と
っ

て
良
き
年
と
な
り
ま
す
様
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

竹
内
清
海
（63）

緑

風

会

曽
谷
１
〜
20
〜
７

（
３
７
２
）６
０
０
３

　
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
少

子
高
齢
化
が
更
に
進
展
す
る
中
、
地
方
議
会
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
一
層
増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
市
政
運
営
の
主
役
で
あ
る
皆
様
か
ら
の
、

ご
意
見
ご
要
望
の
把
握
に
努
め
、「
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
市
川
市
の
実
現
に
向
け
、

今
年
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

か
い
づ
　
勉
（72）

自
由
民
主
党

須
和
田
２
〜
33
〜
９

（
３
７
３
）１
２
２
５

　
昨
年
は
市
川
市
発
展

の
た
め
に
ご
尽
力
、
ご

協
力
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。
本
年
も
高
齢
者
、

弱
者
に
、
温
か
い
市
政
を
心
が
け
て
、
安
心
で
安

全
な
街
づ
く
り
の
た
め
現
場
第
一
主
義
を
モ
ッ
ト

ー
と
し
て
働
き
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
お
声
を
お

寄
せ
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

松
葉
雅
浩
（52）

公

明

党

稲

越

町

29

〜

46

（
３
７
２
）８
９
７
０

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

公
明
党
は
昭
和
39
年
11
月
17
日
に
「
日
本
の
柱
公

明
党
」「
大
衆
福
祉
の
公
明
党
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
結
党
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
結
党
50
周

年
を
迎
え
ま
す
が
、
立
党
の
原
点
を
受
け
継
ぎ
、

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

市
民
の
代
弁
者
と
し
て
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

戸
村
節
子
（61）

公

明

党

南
八
幡
５
〜
15
〜
７

（
３
７
７
）１
７
３
５

　
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
市
内
で
も
大
き
な
水
害
が
発
生
し
、
天

災
の
怖
さ
を
改
め
て
痛
感
。
防
災
対
策
は
喫
緊
の

課
題
で
す
。
ま
た
今
後
市
川
は
緩
や
か
な
人
口
減

少
と
と
も
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
市
民
ニ
ー
ズ

も
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も

生
活
者
の
目
線
に
立
ち
全
力
で
働
く
決
意
で
す
。

堀
越
　
優
（58）

公

明

党

曽
谷
５
〜
33
〜
３
〜
１
０
４

（
３
７
３
）７
６
２
４

　
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
一
人
を
励
ま
せ
ば
希
望
が
生
ま
れ
、
一
人
が
立

ち
上
が
れ
ば
未
来
が
広
が
る
。
す
べ
て
は
一
人
か

ら
始
ま
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
な
い
。」
年
頭
に

誓
っ
た
決
意
の
ま
ま
に
、
勇
気
を
胸
に
、
感
謝
の

心
と
誠
実
な
行
動
で
、
皆
様
の
声
を
真
摯
に
受
け

と
め
、
全
力
で
市
政
に
届
け
て
参
り
ま
す
。

鈴
木
啓
一
（71）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

塩
浜
４
〜
２
〜
16
〜
１
０
１

（
３
９
７
）６
９
６
１

　
元
旦
に
思
う
こ
と
、

昨
年
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
延
命
化
工
事
の
完
了
、
本
八
幡
駅
北
口
Ａ
地

区
市
街
地
再
開
発
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

開
催
さ
れ
た
。本
年
は
新
庁
舎
設
計
の
ス
タ
ー
ト
、

行
徳
橋
の
工
事
が
始
ま
る
。
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
傾
注
し
、
子
育
て
、
福
祉
、
教
育
及
び
農
業

等
の
課
題
を
議
会
で
提
言
し
て
ま
い
り
ま
す
。

湯
浅
止
子
（66）
無
所
属
の
会
・
市
民
ネ
ッ
ト

大
野
町
３
〜
１
７
６
６

（
３
３
７
）７
１
７
５

　
旭
日
昇
天
の
年
明

け
。
市
川
の
街
が
元
気

で
賑
わ
い
の
あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
教
員
か
ら

議
員
に
な
っ
て
八
年
目
、
し
っ
か
り
と
市
政
の
チ
ェ

ッ
ク
機
関
の
役
目
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。
教
育
・

福
祉
・
環
境
に
皆
様
の
声
を
届
け
住
み
よ
い
市
川

に
し
て
い
き
ま
す
。
子
供
と
高
齢
者
の
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
る
よ
う
今
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
ま
す
。

佐
藤
義
一
（71）

民
主
・
連
合
・
社
民

大
洲
３
〜
14
〜
２

（
３
７
６
）６
１
８
６

　
2　0　2　0
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
。
日
本
の

若
人
に
希
望
の
灯
が
と
も
っ
た
一
方
で
、
子
ど
も

の
貧
困
は
進
み
、
六
人
に
一
人
が
食
事
も
満
足
に

と
れ
な
い
と
い
う
状
況
も
あ
る
。
貧
困
の
中
で
懸

命
に
働
く
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
、
弱
者
と
い
わ

れ
る
人
た
ち
に
目
を
向
け
る
の
が
政
治
家
と
い
う

信
念
に
従
い
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

松
井
　
努
（66）

緑

風

会

福
栄
３
～
19
～
５

（
３
９
５
）６
１
６
６

　
文
教
都
市
、
市
川
に

ふ
さ
わ
し
い
、
本
下
水

普
及
1　0　0
％
へ
の
促
進
、
保
育
園
か
ら
高
齢
者

施
設
の
建
設
等
、
市
民
の
安
心
の
た
め
に
頑
張
り

ま
す
。
塩
浜
護
岸
や
旧
江
戸
川
堤
防
等
防
災
に
対

す
る
施
策
を
行
政
の
皆
さ
ん
と
準
備
し
て
参
り
ま

す
。
今
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健
康
で
、

幸
、
多
か
ら
ん
こ
と
を
、
ご
祈
念
致
し
ま
す
。

　議員は、お祭りへの寸志、スポーツ大会への差し入れ、近所へのお祝い
などの寄附をすることや、年賀状等の時候のあいさつ状（答礼のための自
筆によるものを除く）を出すことが公職選挙法で禁止されています。
　また、議員に対する寄附の勧誘・要求も禁止されています。

議員の寄附や年賀状は公職選挙法で
禁止されています。

中
村
義
雄
（41）

公

明

党

福
栄
３
〜
23
〜
１
〜
９
２
３

（
３
９
８
）２
８
０
０

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

初
当
選
来
、
学
力
向
上
策
、
公
契
約
に
お
け
る
労

働
環
境
改
善
、
ふ
た
か
け
歩
道
の
安
全
確
保
そ
し

て
災
害
に
強
い
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民
が
誇
り
を

も
て
る
市
川
市
を
め
ざ
し
、
本
年
更
に
い
い
仕
事

が
で
き
る
よ
う
元
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

西
村
　
敦
（50）

公

明

党

宝

１

〜

17

〜

17

（
３
５
７
）２
６
０
３

　
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
魅
力
あ
ふ
れ
る
街

づ
く
り
を
推
進
し
、
更
に
防
災
減
災
対
策
の
強
化

で
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
小
さ
な

声
を
大
切
に
し
、
安
全
・
安
心
な
街
「
市
川
」
を

構
築
す
る
為
、
今
年
も
元
気
一
杯
に
働
い
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

浅
野
さ
ち
（52）

公

明

党

鬼
高
１
〜
14
〜
３

（
３
７
９
）３
４
４
３

　
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は

県
内
初
の
「
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
」
が
実
現
し
ま

し
た
。
命
を
守
り
育
む
視
点
を
大
切
に
、
更
な
る

健
康
づ
く
り
、
介
護
・
福
祉
の
充
実
、
子
育
て
支

援
、
そ
し
て
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
皆
様
の
声
を
お
聞
き
し
、
生
活
を
守
り
ぬ
く

た
め
、
本
年
も
全
力
で
働
い
て
ま
い
り
ま
す
。

増
田
好
秀
（37）

み
ん
な
の
党

北
方
1
〜
7
〜
3
〜
2
〜
２
０
２

（
７
１
１
）２
５
３
４

　
抱
負
は
「
自
殺
者
0

人
の
市
川
市
の
実
現
」

で
す
。
誰
も
自
殺
に
追
い
詰
め
ら
れ
な
い
社
会
。

そ
れ
は
き
っ
と
、
自
殺
と
は
無
関
係
と
思
っ
て
い

る
ひ
と
り
ひ
と
り
に
と
っ
て
も
生
き
て
い
て
心
地

の
よ
い
社
会
で
す
。
今
年
も
、
駅
頭
等
で
「
ひ
と

り
自
殺
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
続
け
ま
す
。
み

な
さ
ん
が
素
敵
な
一
年
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。

清
水
み
な
子
（56）

日
本
共
産
党

菅
野
２
〜
14
〜
14
〜
２
０
６

（
３
２
３
）３
６
４
０

　
昨
年
、
市
議
団
が
行

っ
た
「
市
政
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
は
一
千
人
以
上
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

市
政
の
施
策
で
関
心
の
あ
る
も
の
は
、「
暮
ら
し
・

年
金
・
介
護
・
国
保
」
に
61
％
、「
防
災
・
原
発
」

に
39
％
、「
保
育
・
子
育
て
・
教
育
」
に
31
％
で
す
。

地
域
の
改
善
要
望
も
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
実
現
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

桜
井
雅
人
（40）

日
本
共
産
党

鬼
高
３
〜
３
〜
８
〜
２
０
２

（
３
７
０
）０
８
７
０

　
新
年
に
あ
た
っ
て
。

学
校
で
の
い
じ
め
や
暴

力
が
後
を
絶
た
な
い
ど
こ
ろ
か
昨
年
は
市
内
中
学

校
で
の
集
団
暴
行
事
件
の
隠
蔽
が
発
覚
、
議
会
で

厳
し
く
批
判
す
る
と
と
も
に
隠
蔽
に
よ
る
学
校
と

地
域
の
分
断
で
は
な
く
連
携
こ
そ
図
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
、
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

越
川
雅
史
（40）
無
所
属
の
会
・
市
民
ネ
ッ
ト

新
田
４
〜
12
〜
19
〜
４
０
６

（
３
７
７
）５
７
７
７

　
「
政
治
と
は
生
活
で

あ
る
」。
故
・
田
中
角
栄

元
首
相
の
名
言
で
す
。私
は
こ
の
言
葉
を
胸
に
日
々

の
政
治
活
動
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
方
々

と
の
対
話
を
通
じ
て
生
活
の
実
情
を
把
握
し
、
議

会
に
て
政
策
を
具
現
化
す
る
。
市
議
会
議
員
の
役

割
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
新
し
い
力
に
ご
期

待
下
さ
い
。
今
年
も
バ
リ
バ
リ
働
き
ま
す
！

青
山
博
一
（63）

自
由
ク
ラ
ブ

湊

17

〜

19

（
３
９
７
）８
５
７
０

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
台
風
や
大
雨
等
の
災
害
が
全
国
的
に
あ
り

ま
し
た
。
私
は
市
民
の
皆
様
が
安
心
で
安
全
に
暮

ら
せ
る
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

早
い
も
の
で
今
年
は
議
員
に
な
っ
て
4
年
目
を
迎

え
ま
す
が
初
心
を
忘
れ
ず
、
全
力
で
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
ご
指
導
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

田
中
幸
太
郎
（34）

み

ら

い

末
広
１
〜
10
〜
４

（
７
０
１
）５
５
２
５

　
今
年
も
気
を
緩
め
る

こ
と
な
く
、
常
に
攻
め

の
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
積
極
的
に
業
務
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
一
度
、
皆
さ
ん
に

更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

荒
木
詩
郎
（59）

み

ら

い

塩
浜
４
〜
２
〜
50
〜
６
０
１

（
３
９
５
）８
１
７
１

　
初
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
経
済
は

好
転
の
兆
し
を
見
せ
る
も
の
の
、
急
速
な
高
齢
化

が
進
行
す
る
中
で
国
も
地
方
も
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
り
ま
す
。
市
民
の
納
め
た
税
金
を
市
川
市
が

少
し
も
無
駄
に
せ
ず
市
民
生
活
に
役
立
て
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
も
、
皆
様
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
泉
文
人
（40）

新

生

市

川

北
方
町
４
〜
１
６
９
１
〜
３

（
７
０
０
）２
２
１
１

　
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
移
り
ゆ
く
政
治
を
リ
ア
ル
に
伝
え
、
皆

様
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
。

　
昨
年
同
様
、
ご
指
導
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

並
木
ま
き
（35）

み

ら

い

下

新

宿

22

〜

２

（
７
０
２
）８
０
６
７

　
謹
ん
で
新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
現
実
的
に
考
え
具
体
的
に
行
動
す
る
こ
と

を
政
治
信
念
に
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
市
川
市
政

に
邁
進
致
し
ま
す
。
地
域
経
済
の
発
展
、
活
性
化

に
更
な
る
取
組
み
を
進
め
ま
す
。
本
年
も
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
多
く
の
幸
せ
が
訪
れ
る
１
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。


